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科目構成は、2 年次に成人看護学概論 2 単
位 30 時間と成人看護援助論Ⅰが 1 単位 30 時
間、3 年次春セメスターには成人看護援助論
演習、成人看護援助論Ⅱ、Ⅲをそれぞれ 1 単
位 30 時間、そして 3 年次秋セメスターから
4 年次春セメスターで成人看護学実習 6 単位







































































































































































































































































































感覚器障害 ＊検査・処置・治療が多い  
運動障害 援助論Ⅱ（脊椎，股関節・膝関節）  
排尿障害 援助論Ⅱ（膀胱，前立腺）  

































































④  課題提示 
⑥ WebClass の会議室を講義時間内に設定し，質問を受け付け回答 
する（回答は翌日でも可）。 










②  課題提出は WebClass のレポート形式を用いて提出してもらう。 
③  課題の解答・解説・例などは，提出日翌日に WebClass の教材箇
所へ up する。 
評価 ① 各回，課題を設定する。課題提出期限は学生用シラバスの備考欄に
赤文字で記載する。 
② 課題の解答・解説・例などは，提出日翌日に WebClass の教材箇所
へ up する。 
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